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昭和43平、五十胤芳郎氏 と若い学徒によって発見書九た 1軒町!&穴住駿跡に描告発した'下堤追

跡a的発砲調査は 、古t也のはほ金崎約11.7へタタ 四ル町広穏なJtT.雄に発展し、叫'f.li(1ll 6次)を

も勺てようや〈純了する ζ とができた円である.

6か年内盛期に hた').軒拍鵡fi買と してそ町重責をはたしてこら此た奈且修介、苗傷事時、鍋

倉時夫の品先生は じめ、ニ札まで指導後納〈記事勺た岡、県、款問考古学協会等.品l喝係限l掘と理

解ある協力を治Lまなか勺，-元土地婿有ー者秋四土地開発保式会社、税桶有者坂本総量E株式会社.並

びに地元のかたがた、さらに、ili鍛宮崎棄に事加さ九た多〈のかたがたに対して、議甚内意を脅する

ものでみる.

ζ 町遺跡I~ . 4千年前(縄文時代中期}のー大住居跡併であ るニとが確認されたわ叶であるが、

たまたま遺物と共に発見書九た{晶子炉発芽し、見事にl鼎花.結集Lたミニとから.考占学のみならず

雌物学的分野にも大島幸問題を鎚起したのである.

いず札にせよ.開発破壊に伴う事前緊急発偲潟資炉、 遺跡的住裕上、雄三t().保線を前ぬとする逃

郷町総閤姥認内ための調査方式をほ用 L危ため、遺構会体についての学衛上町会等把1ft.にはいたら

なか勺た的でゐゐ.Lかし、開発的名的もとで選勝絞綾事伊jの1-い世相的中にあって、ζ的事前剥

ゴをは文化財保綾上まことに憲章島漂いものであったことは刻貸鈷-~:hl90突に物語勺ている と ころでみ

る。二れも一重に.良さ指導助宮と縫段箆かな調査スタッフに，iJj.まれたことが、その塁塁間となって

いることは申すまでιないところでゐる.

段略的調査結集，~.きらに残されているU:I土遺物的草軍用金含む事後処理作業と学術研究等を継続

し、 4二札までの調査結果金串大成した報告書障の発行を計画中であるが、加えて潰跡的保績について

も今後さらに鴎県等各附係践倒的選切な指導を得て‘被本的士化財保被の立場lょ立脚して対処Lた

い所帯であるため、なお一層的指導l垂肋をU駁いするしだいである.

本概線~ま と めるにみたって、指導および執筆〈だき今た調査買円かたがたに感誠舟怠~'1<する

と共に .ζ 的機報V主化財保Z置のため.また、研究費特と Lて広〈活閉される二とを土駁するしだ

いでSうる.

昭 和 49年 3 月

秋田市教育長 {左 漆 隙 之



- 1 -

遺跡のf立自置と現状

下嵯遺跡は4検出市問ツ小屋小同地字下嵯にゐる 寸なわち、靴出市から国道13号線を南下し、 I荷

tll J1!!区を過 1r 9~ 三又拘があるe そこから右両旧混じ入リ丙へ !.Zkmはど入ると秋田市をー望でき

る古地時先端に山 ι 遺跡u.:.の先端部ιある.典羽本線問ッ'1、患駅より北東約 11様、依田市町中

央l!sよ 0車l軒約71.m円1立穫にゐる.地悼の南約1.5kmには太平山に誠告発する告見111と雄物川主丹

合流点がある.数年Hijまでは、この地域一併の台地は知地であったが、現在li-H耳的責場と化1.-.

不動療活者rよる開発obl!iiが進められている.

なお、ニ的滋町、町飽に周辺司古t也には約20カ所内遺跡(ー部臨l明宰此た ιのあ'けを硲越してい

る。段i{t町宮、間市効外や国道沿‘・のf草地l~. その他によって 、 破損されることが子恕されるので。

関係方面的方古町t品)JをJ;側、、しとい.

マ 遺跡的位置 5=1/2/j マ 遺跡周辺の舵ZE写真
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第 6 次調査

目 的 と方 法

第一次~第阻止創造と第五次舟i量跡範鴎縫訟を玉体とした潤査によ勺て把復された、 A(縄文時

代ゆ期中業) . B (縄文時代中期後葉}φc (奈良司平安}的各プ'0'';1タ町、古地口釘ける遺跡的

あの万と保議対策聖、よ0明確化し、でさるだけ撮らないで、遺跡的範樹を具体化す晶だめ喜プロ

ックの予想宰札る遺跡的外邦都錨に、巾開酬のトレンチを、曜商に合計草本 (A、160‘60.曲.拍、40

"， .B、30、却、鈴m) ・南北岡本 (A.J80 ，j~0、120、朝、制m . B 、60 ，40、40 ，40 ， 20 "， )を入社、 i章構

め縫訟を行なった.

i軍総確認は、再トレンチ伺 マ トレ r ヂ宮閉ま

中で発見書此た遺構を!命咽

に詳細に記録してい〈もので、

Aプロックについては巾50叩

の争レンチで線認している遺

織を目安民、畠トレンチ聞を

50酬凶方向間隔で1.3帥附内面

鮪にわた 9、ポーリング絢査

をι、その深浅てー綴紫Lてい〈

という ti:J;であるが.特に置

舗が予想き札る濃い部分につ

いて.その方:friJがわか9所I~，

方向を b示す記号 IIを用い

る方法をとー，t::.o 

その他、トレンチとポー リ

ング調査で篠宮冒した地区内中

で、Aプ旬 V タ3fJ所‘ Bプ

ロ γ {I1カ所を発偲Lff.儒湖:

5 +f (A4・B1)フラスコ状

ピvト1偶者調査した.

なJ.i、 Cプ也 yタについて

目、調1<期間等的都舎で絢iII'

できなかった.

(菅原)

マ ポーリング日貫主E
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遠権 と 遺物

A プロック

AブロックS地区鉱張区住居跡 (S6 E刊)

A プロッ夕、再1端的拡張底的住居時で、 同形プ?ン t~置する I直径約 3 m町小規模な住居跡である。

床爺11，申るやかな鍋底状で、住居跡内には炉お主び焼土等時見られなかヮた.怯穴は、佐穂跡

調然郁に 4制姥訟でき 1::.. それぞ乱20棚前後円様きのも円である.

4ニ町住居跡的北方4.5m (住居跡中心から}に捜納土絡が-.1i11体発見さ此た、しかし、この住居

居跡との関連について 11不明で'"る.

漫納土器tま大*8b式丹様鉢影土縛ぞゐる.

m~) 

Aブロック Nプロック N旭区鉱強区 (N2$E5)

Aプロックの北京織の拡張区で、C7'O"tクに量産もi止い場所ιSうる. トレンチ町中に主帥・器片と

娩土がみられたので、I;'Il，1!eしたのであるが、出土遺物は・1:幡宮器片(品問。}底}若干と焼土(JiI<i.昆ゆ )

~ 。

¥ o 1m 

第 E図 A プロ y タ S地区鉱~島区住踏勝($ 6E10J 
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であっ 、柱穴、床面と縫訟できるbめはな〈位指掛と Lては認めがたい. {菅原}

Aプ骨 yクN地区拡張区住居跡 (N怨 E10) 

Aず 0.，/ク的最北端的揖;猿区で、第五次湖東で縫認されたNおJ1土ゑJj;.袋状ど y トの除扱i也で

ある.

包含掃は床面近〈まで、会囲内緋作によ?i量乱を受け、日ば東館に二段円レベル丹時4・晶住居f跡的

自Eと考えられる遺婦は妓ゥているが、製合している住居跡内それぞれのプラ ンft不明である.

この飯合住賠持を凶から厳にA、B、C住底跡tra')に岬ょことにする. f~ 1面的レベルはA 、 B .

C問販に低〈公っている.A 0，眠時は南北口長輔の石闘い耕 (70咽X40cm)をLら、府内南省lに110

4軽{犬木gb式土縛)が記され.内部に幾土が入ヮていと。

B住居時:は、やは ，)Ai闘い炉をもち、式戸土中心に俊土が/!:がゆ漫袋(大木3b式土mがある住

居瑚:で 、 ニの:[j闘い)JjJ~炉町内1瑚に.不J.l!fIIJな形的ピヴ ト がi車ら公今ている.

C住居期:は B住居跡的数cm下に床面がみ 9、(C住居務局上に。ームを貼勺てB住居時的床がつ〈

られている)有潤い炉 (50X45cm)が飽きれ、会戸町内総に小穴が織られ中に河原石が稔的ら代てい

た.二円F町商にピットがあ'人このピットにも河原石が激情結まっていた。娩土は軒町内部と ピ

ッ トに検出塁札と.他に燦土が2ヶ萌みらね、蛇娘底的北東偶にフラスコ状ピ y トがあり、フラス

ヨ状ピ y 子町北側半分を調査した. フラスコ状 t'."十の入口に多量的焼土1)'常られた状態であ '}. 

内部からもブ D '1'ク状的統土、炭化物.土器片{大木、円筒系土縛)石等が倹出された.住居勝円

から、jt隙果的土器片が出土している.A、B.CfJi'，田跡的続旧関係、フラスコ状ピット がどのt士

腐跡に付設すーるかは、は勺きゅ L企いがB住居跡はC住腐跡よ 9新 しい よフである.なお、第五次

調1<で発見書抗た土地との関係ι今後、 E時べτみる品望書があろ う.

{菅原}

B プロック

Bプロック拡積区住居跡 (542..15)

第五次で調棄した、大本10式丹!t袋をもっS34J10住居都町ili舗で.問形プランを怠する直径約

3.4m的‘。ーム薗を 15-a>叩j日9込んで寝穴をつ〈っている小唄械な住居時である.

炉は住居跡的中心日より多少、北側3二位置し.殴S買に按してピ y ト{筏冊×深31"，，)と{河!Ji'.石{縫

30c・)が立てられた状態で記簿されている 、S担 JLO住居跡的よ ヲなコの字形にお企画EιたIli式前

ではないが、 111式炉のー形態と考えられる.続六は 2f倒縫Ut..燥さ20咽前後町議いものである.

他ι柱穴と考えら j，るピ ァトは尭見できなかラた.床面は喰〈良野でん 9、床に機して広範聞に娩

土と炭化物が欣布 していた.銀袋内部に炭化物、焼土が結勺ておリ大木10式的土縛である.捜畿に

4をしている河原石町他に石等のぬき取ら札た量産跡は認めら抗なかった.

(菅原)
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揖2fii1 Aブロ yクN地区拡強区{主鹿跡 (Nお E10) 

l
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目

。
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焼コt
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事 3121 Bブロック拡張区住居跡 (S42J5)
第 4闘 フラスコ状ピット 平蘭・断面図

¥UJ7 2 'O"'P託補色:七‘IitI~物H!i1に吉な

IJll・υ 稽褐色土。 4層よ 1)軟質

3厳“地土

4層。a音締色土

o 50開一
s!il..ロームプロヴタ

6 噂軟弱な時褐色土に砂、 ローム綾子~含む

7摘山砂を含む暗織色土

8靖..・精精色土、炭化物告書量に含む

9精 ベース品館組色土で砂を含み7織と獄:11;(

するが、炭化物を多量に宮t:

10111.始性がつよ い崎褐色土、ローム勉干を合

む

ILI冒日焼土を合主r暗祷色土
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フラスコ状ピット向本自慢のC蜘年代

(イ} 測定値 39却ま105 B， P ， 鈎岨 B，C 

制定番号 。G.K-41ω

判定者 '"鎧持~ 岬定試終 木俊

縁取者 : F場遺跡発掘調進員 採取年月 n 町i初47~手 7 月 29 白

銀也君臨 .検岡市岡ツ小屋小阿壇字下堤 {主緯39・39'50'‘東住140・曲。20・』

{ロ}劃定値 :お倒企105 B， p， 18田 B，C 

測定器号 : G.K 47111 

嫁取年同日 白 IIfHn'17俗 7月26日 他 It(イ)と同じ

~町 C '，I 測定を J; ニな .， ，~ 1It糾を j~取したフラスコ状ピ ット 1:儒 4 次潤壷的時日号住総跡内口免

見事此たものでゐる.こ町ピマト 向からlfI5式調査の時継働時尚子が発見書tt.与の傾干が発*1.

た向でJ，る. hれhtt調査RI:':'両極干の出土主主惑と.また向一層から出土した土器等IJら縄文時

代中期If'~丹も舟主断定した向でhる.しか L 、、二 時二と ιついて現在まで例がなか。たニ と 専か

ら.いろいろな形で媛聞がtf1~ t乱立時でゐる.そこ でわれh札'"量子と向一層から発見さ九た本lIt

的 C"測定し、ニれら両被附ιーつで も答えようと忠今花町である. -t町制定結畢 I~上記局と 2さの

である.

.!t $手、 J二向調m値が出品的ι崎曲企150B，Pという測定織がlJj'"町でみる. これについては過

.， t:.;i(斜炉本炭であ今だが.測定説"がカヤ丹-;;でゐ.， 1，:，曹司旋lIJlが#，.，たので再度制定Lたも内

でゐる. .:. ttについτ同調班員b・11.縄本峰先生向島とへ符書すべ島であ 9 た舟告.そ伐をおよ応。

たために上宏司よヲ会問題が斜畠たので調査員一向大いSこ反古Lている.また善意で闘に入令て〈

f~書勺た4、休達雄・杉原寝介両先~tには大変ご迷惑をかけて LJい，した 4 とをおわびしにいと思

う. (高崎)

ポ『リング調査の結集

ポーリン7調査はAプ 0." タ円みで. B地区1:時聞が含〈で~ ~ð・勺た L ‘ C プ0 ・v タは全〈満

傘"1$1外と Lτ進めた.調車両方iJ:l!潟項でのべt"止お? 1ft5l)c.町トレンチを抱9.:.れで遺怖を

確Itl..その近〈をポーリングLてiI柄拘ぬる婦と.ない高野で蛾憎をつかみ、 そ向上でポーリング

量飽町湯所で1<こない遭備を織起しようという方法を とゥた. -向よ色合lit在をと勺たのは下弛iI

跡内住居跡t窓口一ム伺抱り込みがi昆(. '"ーリy グ調棄だけで温怖が棺誌できないだろうという忠

由によるも的でゐる.
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以上向よフ仕方法で，j{ーリンタ絢1をした飽聞はN3F1とN4E1-N251'5とN26E5町40m

X IOOm(l)、N12F10とN12E6-NI4E10とN14E 6の20mX制 m(2).5 6 J 2と561'2-5

げ J1と517F 1の却mX持 m{功、 517E 1とS17E5-516A1とS16A 5の20mX崎川.1).S 

5 A 10とS5 E 10-S 5 A 7とSsE7の20川 x16附 {5戸3範簡である.

Jlf i晴は各地域で確認でさえカ'(1)でI~ N 4 A 5、N14 r 6、N26日5、N26日5、N26C2.N15 

A 6、N15E 5等を'H、としてその付近にi軍情が破誌できた.(2)ぞはほとんどの地区で噛隣が確認

でさえが、N12f1 6、N12E 6、N13 J 6町子レンチで申が俺認できたし、 N13E 6からは島製石

>>lJl従兄された.(3)で{jS6F5、S6 F 10等を中心に遺緯が締iZで島た.(4)では517E 5ではト

レンチに議込みが認められ、 Sl7C5、S151' 3で遺摘が棺!I:できた。 (5)て・は S16A 3、SJ5A 5 • 

5507等を中心とする場所で遺憾が61l::z.できた.

こ町ように全体から遺附を磁怨することができたが.Aプロックの範関lil再5次iJIl.l'E'('磁Iliした

il'.鴎とほぼ同一でゐることがわかった。(1)町東側、すなわち. N 15、N16グリッド的場機l!Aプロ

ヲタのも拘とは直機関係はないものとJ思b此 4.もしかすると Cプ 0 ックのものである可能性があ

る.

{グリッド名N14 1 6帯は串5次鮒蜜概報にiil!述Lてあるのでそれを番捕されたいJ

ま と め

第 6次:1t11iは目的的現でも述べたように、 A地区のi宜勝の耗闘をもっと詳細に調貸するよと.余

力があ仇ばBJ哩区 b問憾な調迭を災地することにあった" Al也1;r. 1~ 自的のと必 リトレンチ湖去とポ

ー リング潟査を笑総l..その健闘を破認することができたが、日港区1:1トレンチ調査だけでポーリ

ング調査はできずに料ってしまった.

A地区めポーリング調査の結果は北側は沢町斜傾面に錯するまでV勺L')住居時が、亜慢して存

恋するよと。また東南側 I~N14、N3、517、S崎町大グリ ッド師範閉まで広が勺ていることがわ

かっと. ニの結集11割 5次:調査で広が 9を推定した結呆と大建立いこ とがわかヲなのである.

B地区IUレンチ調査だけであったが、ニこは術開1丹iflに沿った部分 (536、S37)にもっ と純

聞が広がるものと推定書れる.

下堤遺跡は昭和品々ーはじめて発J同調涯を附始Lてから今年で6'1'.に ~. 1)、第6次の調査が軒7し

た町て・あ る。

最初に発砲調会を実嶋 Lた頃から.現夜までの聞に遺跡に対する考え方t~ り .第 5 次調奇か ら

は治時全体を保存しよョという目的で調授の方法ι.そ円考え方に沿うて実泌してきたのである.

籾義的結畢については、.f町都til:概報にして報告したとおりである.

下堤遺跡的ある下准古地はおよそ 12haあ~ .二円台地口三つ町時代i't4にする聾猪のめることが

ゐかゥた.A地区は縄文時代中期中葉、 B地区は縄文時代中期末葉、C地区は古代的集滞である.
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ニ紅ら三つの瞳子高は同一地点に詰まれた町でMなく ‘前述のように.lll;li.幸典に Lている. A.III;I韮u

古地全体内中央商織に位~L- 、 傾倒と ~til('に沢が入 。}よんでおり、車fltiに広がる台地がある.日地

区は台地の商筒織に位置し、舌状にのびた台地先術部を初用LていてJl(;1じι広がる古1也を雪起してい

る。 C地!K(i台地内奥臼位訟し、南北町尺が入，)二んだ位置にあ 9、，¥. B地区よ 9見はらしの惑

い所1二集認を嘗んでいる. ，二円よう によ』量制剛丹仕Jiーにもその時代のす寺1散がゐらhれているよ ?に

忠わttる. A . BJ車区は今£で吉われているよ うに践締形町蝿落彰鯵を呈するものと思われが、少

し土漉利用(::;;r凹flJJlj)肉仕方が興なることむ培えられる.CI自IKはA.BJ1l!区とは時代b異勺て

おリ.1Il it;の形態L、士地flj)輔のあり方も遣うのは当然であJらう. ょのような見方をすると.集落

悩々の詳細なIUJli!J(例えぽI\~並区で1志向筒上層式土uと犬木式七僻との関係、フラスヨ状ピットの

遺暢出 土状態

三 角十製品

Aプロ ッタ$地区

~ー
4・

曽田V

ポ晴、

， 
1"' 
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ー

戸~

Aプロ ッ711地区拡蝦区住居跡 (N23E凶}

， 

Bプ0 ..，ク拡張fi!:住居跡 (S42J5) 



Aプロ ャタN地区拡張区住居跡 (N23EIO)

B住居跡炉

司，

-11-

A住居跡炉

た拘枯士会

つめている

1. I畳 乱

2.はり床

3.柱穴を捜止土

炭化通弘司ームを

含t;総f!I:t

‘oーム

5.焼土



- 12-

用途麗Vぞれのある住腐跡と世い住居跡と内関係亭、そ拘4高度縦報寄で報告してある問題等}仕切

捻のこと、壊活的，1，')方を傾究する上にふ向上公〈貴重な遺跡でみる.今後の保存附犯とゐわせて

~<め続究課題がある.

なお今までの賊械で1I時間とスペーえの附係で取殺うニとのできなか勺た~<的資料がんる. -t 

Itらを時聞をカけて第四lL.6次まで伺本報告をほい将来まと拘る.nでんる.関係各位向ご救ヨミ

ご協力~1:;細いする訓酷である。

C~ 眠時 嗣

後:ttllIH'H脅禍i!.t

フラスコ紋ピ γト肉飾

庶務から帥12'"債の

il惨1lI:t紋懇

(1ゐ穫)
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" と
カマ き

6年にわたる、下堤遺跡内発磁ill'I'在作業品一応的時7をみ弘司}い帯古学研究者向自発的熱菅、ι

よゥて始められた鏑査であるEけに、当初は苦穂町連続であった。しかし世がら 、総査が進t:tlこし

たがい.つぎ勺草と遺H尊師範翻も広が?.ついに丘全体.その誕織が112haに持処するにおよんで‘

国庫補助対車に認められ、~祁47 . 43年度‘遺跡的事E問機認調査を'*'織したニとはi且蔵文化財保積

上、誠に意緩める調査であ勺 f，・
僚級!i昭和45年度(iI!3次}に県費補勧告持たときから発行L、桜紙袋T"' .I~\縁心、ウい に 4 本

を数えるにいたった.その内容は、あ〈までも続報でgらって本報告書でない ζ とは申すまでもない

が、調主主は将来、本報告惑を作成する ζ とを1'1伐として進的てきたので、ニ丸まで的成蝶を4巨大成

した報告啓的刊行を計画して、'o..Lかし、発掲作聾縫'ltに対しては摘肋世が認められるが、事後

虫~~I・作業、必よ U報告書作成日対する補助金の祢らAないことは.末場行政機関と して金〈苦しい

立場日のるよとは事実である.しかしながら、県内町縄文時代打伶居跡群、ひいては臨縞を考察す

る場骨、下l是遺跡的資料は学時j上、タて〈よとのでき会い貴iltなも的で、報告書は行政的責務として

刊行Lなけ抗l-.f;j:・ら主いと考えている.

きら口、瀦1i.13<丹遺制;保:t対集でゐるが、現行法的運用で可能で9うるが絶対的世ものでは夕、、

調査丹後半て・保~保存を前後とする遺情伺範倒磁認方法を係勺え:以上、行政上司縫限内総随 ìi 1)ぎ

の内線で対処したいと考えているので.品関係機関等のなお一層的指導般助を問符ずるものである.

述岡、尭夫下で、また、あるときは甚期の雨口t臨まきれながら、も<(， <と作業を進めて〈ださっ

たj.<司書加者、また.ニ札を1曜か〈いたわり御協力〈だき勺ι地元のJi古に心からお礼金申しあ

げ晶次損である.

秋田市教育委員会社告教背諌課長 川持義男

主査佐々本栄孝

主事 :u=原俊行



，澗必員および参加者

売価関車主体 秋朋市1'.1背骨号刷会 秋佃考古学I品企

尭綱純資制問 昭相43.if7 Jll 0-7 H31日 (1ヶ月間}

a同企員 日本考古学..金量H 事 良修 舟

日本考古学協会量貝 富便事 時

秋田県文化財専門書H 踊意 時夫

，. JA1昔

快出1'f古宇協会会R

....安 I事物館

償須賀市博絢信

伏聞大学 宇生

Ji +'"舟郎 Jピ友fl:相柴崎俊英 庄内昭男進雌公予

鈴木，也司

Jに塚4弘

野1:JII.b佐々 '"樽史菅膏博仁佐々'"品事 伊哩温多 面康畠史 細桂

耳曙 宜・馳楓紙下 品山由子付罰百合て，. ，トIUI子 目黒直子三上札 f

明治大学学生 田口 剖1'1、玉 激

庁山学院大学学生 T‘慮 jり 大東文化大学学生 {主事美智子

以..t~足農業高校教諭 胤特l埠笹口重光伊秘1量剛曹!凪苧陣柑渇持ニ 中良紀蝿

-県立loI:m.t:高段

11i:立高中学校

I由 必協力者

司NI五九蜘 (1'革担イー 鈴木古子自草原 ー蹄 安田忠市浜田忠雄 ニ肩 /f 

武輔君，~ ...，. 樽 (f ïïß行橋井直克到 '1、 I~由紀子 富樫富上干 f

H臣柿下智紙切美子

4世論武制民事戸第志保子 奥山節子 菅原車子佐藤洋子正.軍子

k縄樹 F 島氏しのぶ 富腐f~徳子 羽村慶 r

武曙康弘 内情 守t

鈴車線ー 怜本金 鈴木長;由三二浦竹if.l 皆同省五日11 綴井藤田 鈴木;r;.

池 百暗部俺 ミ fPIl'l!"ルエ 狩崎 ミノ

依Is壇静尭砲鶴来事詩所 小松JE先日野 久

事嘗 111由 飲副市績宵寄H金祉企敏育課 主査 佐々'" ¥1) .，. 

主事菅Jlll. t貴 符

• 昭和~9年 2 円発作 錆特宥秋岡市範育豊島員脅
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